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10８号（2023 年７月発行）の記事要旨と参考文献 
参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています 

（特に PubMed アブストラクトへリンクできるよう） 
 
 
 
 
 

 

 
地球に飛来した宇宙船のイメージで故松本零士さんが企画に携わり、名誉館長を務めていた大型児童館ビッグバン。 
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P75  Editorial  Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/06/108f03.pdf 

NHK の虚偽報道を許してはならない  
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P76-80  

 

BCG：早急に選択的接種へ移行を 
重いBCG骨髄炎などが結核罹患を上回る 

           薬のチェック編集委員会 

 
キーワード：生ワクチン、結核高まん延状態、結核低まん延状態、再接種、骨髄炎、全身播種性BCG感染症 

Web 資料があります Free https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/06/108f05.pdf 
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妊娠中絶用剤ミフェプリストン/ミソプロストール 
（商品名メフィーゴパック®） 

有効だが、適切なフォロー体制が必要 

 
キーワード：妊娠中絶、妊娠９週、母体保護法、性器出血、胎囊排出、保険適用外 
参考文献 
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2) メフィーゴパック審査報告書 
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COVID-19 情報 
ワクチンもモノクローナル抗体も無効 

薬のチェック編集委員会 

 
キーワード：SARS-CoV-2、オミクロン、XBB 亜系統、SARS-CoV-2 ワクチン、ニルマトレルビル、モルヌ

ピラビル  

本文 Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/06/108f06.pdf 
Web 資料があります Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/06/108f07.pdf  
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P88-89 

COVID-19 情報 
ワクチンで静脈血栓症による死亡が増える 

薬のチェック編集委員会 

 
キーワード：SARS-CoV-2ワクチン、人口動態統計、イングランド、観察人年、健康者接種バイアス 

本文 Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/06/108f08.pdf 
Web 資料があります Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2023/06/108f09.pdf 
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P90-92 

害反応 
抗ヒスタミン剤 デスロラタジン：小児のけいれん 

Prescrire International 2022 Vol.31 No.242 p274を元に本誌で翻訳と解説 
要旨 

 けいれんは、ロラタジンやセチリジンなど多くの抗ヒスタミン剤の害反応として知られている。デスロラ

タジンによる小児のけいれんが報告されたことを受けて、2013年に欧州医薬品庁（EMA）が要請し調査が実施

された結果、初回のデスロラタジンによるけいれん発症の相対リスク（RR）は1.5（95%CI：1.3-1.6）、0歳

から５歳の小児で1.9（1.7-2.1）であった。 これらの結果は、けいれんの害について、とくにリスクの高い

低年齢小児において、抗ヒスタミン剤使用との関連を過小評価すべきでないことを示している。 

 
 デスロラタジンは、眠気の比較的少ない軽鎮静性の抗ヒスタミン剤で、脳内ヒスタミンH1受容体占

拠率は比較的小さいと報告されている。しかし、実診療ではケイレンが報告され、特に低年齢小児でそ

の危険度が大きい。本誌コメントでは、その理由について、脳中移行を防止している血液-脳関門にお

けるp-糖タンパクの役割と、感染時や乳幼児における機能との関係について解説した。 
 
キーワード：鎮静性、軽鎮静性、非鎮静性、第一世代、第二世代、H1受容体占拠率、p-糖タンパク 
（原文は非常に短くキーワードはないので本誌の紙媒体にもキーワードを入れず、要旨もないいが、電子版

は検索に必要と考えてキーワードと要旨をを追加した） 
 
参考文献（詳細版） 
1) Ersbøll AK, Sengupta K, Pukkala E et al. Desloratadine Exposure and Incidence of Seizure: A Nordic Post-authorization Safety 

Study Using a New-User Cohort Study Design, 2001-2015. Drug Saf. 2021 Nov;44(11):1231-1242. doi: 10.1007/s40264-021-01106-
7. Epub 2021 Oct 5.PMID: 34609719  

2) Yanai K, Tashiro M. The physiological and pathophysiological roles of neuronal histamine: an insight from human positron emission 
tomography studies. Pharmacol Ther. 2007 Jan;113(1):1-15. doi: 10.1016/j.pharmthera.2006.06.008. Epub 2006 Aug 4.PMID: 
16890992  

3) Nakamura T, Hiraoka K, Harada R et al. Brain histamine H1 receptor occupancy after oral administration of desloratadine and 
loratadine. Pharmacol Res Perspect. 2019 Jul 12;7(4):e00499. doi: 10.1002/prp2.499. eCollection 2019 Aug.PMID: 31338198 

4) Tashiro M, Duan X, Kato M et al. Brain histamine H1 receptor occupancy of orally administered antihistamines, bepotastine and 
diphenhydramine, measured by PET with 11C-doxepin. Br J Clin Pharmacol. 2008 Jun;65(6):811-21. doi: 10.1111/j.1365-
2125.2008.03143.x. Epub 2008 Apr 11.PMID: 18410464  

5) Farré M, Pérez-Mañá C, Papaseit E et al. Bilastine vs. hydroxyzine: occupation of brain histamine H1 -receptors evaluated by positron 
emission tomography in healthy volunteers. Br J Clin Pharmacol. 2014 Nov;78(5):970-80. doi: 10.1111/bcp.12421.PMID: 24833043 

6) ルパフィン、申請資料概要、https://www.pmda.go.jp/drugs/2017/P20170830003/index.html 薬理  
7) 厚生労働省、NDB オープンデータ 2020 年度より 
8) Hu Y, Sieck DE, Hsu WH. Why are second-generation H1-antihistamines minimally sedating? Eur J Pharmacol. 2015 Oct 

15;765:100-6. doi: 10.1016/j.ejphar.2015.08.016. PMID: 26291661  
9) Hama R, Bennett CL. The mechanisms of sudden-onset type adverse reactions to oseltamivir. Acta Neurol Scand. 2017 

Feb;135(2):148-160. doi: 10.1111/ane.12629. Epub 2016 Jun 30.PMID: 27364959  
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医薬品安全性（危険性）情報 

いずれもニュージランド MEDSAFE [NZ MED]より 

・メトクロプラミド：小児、若年成人でジストニアの害 

・リチウムと SGLT2 阻害剤の併用による害 

・セファロスポリン系薬剤による神経毒性 

 

（二木 立 日本福祉大学名誉教授） 

 

 

Ｑ：第一世代とか、第二世代とかは、どういう意味ですか？ 

レカネマブ、費用負担 
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